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サーバー閉鎖に伴い、別院・教区ホームページが移転いたしました。
新ホームページアドレスは → http://nkyouku.jimdo.com/ です。

「非戦の誓いを新たに」「非戦の誓いを新たに」
～戦後70年の今、戦争を知り考える～～戦後70年の今、戦争を知り考える～

戦後70年記念事業戦後70年記念事業
第18回 新潟教区 平和を誓う念仏者のつどい第18回 新潟教区 平和を誓う念仏者のつどい
2015（平成27）年8月29日（土）　13時より2015（平成27）年8月29日（土）　13時より
 本願寺新潟別院 本願寺新潟別院
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。

　

著
書
：
真
宗
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
い
の
ち
を
奪
う
原
発
』（
共
著
・
東
本
願
寺
）、青
草
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
原

子
力
神
話
（
鬼
神
）
か
ら
の
解
放
』
な
ど
。

2011年度　社会問題研修会
柏崎刈羽原子力発電所見学の様子
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新潟教区活動報告（2015年２月後半～ 2015年６月前半）新潟教区活動報告（2015年２月後半～ 2015年６月前半）
２月
９日（月）～ 10日（火） 第１連区青年布教使研修会『親鸞さまの魅力を現代に! ～阿弥陀さまの温もりに出遇えたよろこびを確かめ

あい、わかちあいましょう～』サブテーマ『現生正定聚』（北海道教区担当・３名参加）
講　師　安方　哲爾　氏（本願寺派布教使・大阪教区正満寺）
現生正定聚についての基本的な講義の他、寺族僧侶にありがちな教義的な誤解を、実例を交えてお話いただ
きました。２日目は各教区青年布教使の布教実演を聴聞いたしました。

10日（火）～ 12日（木） 震災支援ボランティア活動（震災支援を続ける会）（１名参加）
福島県いわき市内にある応急仮設住宅にて、震災復興支援活動の炊出しやイベントが行われました。

14日（土）～ 15日（日） 第15回ビハーラ活動全国集会『ビハーラものがたりの新展開』（教区３名参加・総参加者313名）
講　師　志慶眞　文雄　氏（しげま小児科医院院長）
ご講師の基調講演「生死を超える道としてのビハーラ」を受けて、分散会で話し合いを行いました。
２日目は10の分科会で、講師からの発題をもとに話し合いが行われました。

15日（日） 連研履修者研修会『私は差別をしたことはありません。なぜ差別はなくならないのでしょうか。私は何をすれ
ばよいでしょうか。』（47名参加）
講　師　真敷　祐孝　氏（研修講師・新潟教区与板組雲外寺）
参加者より、「差別はなくならないのでは」との意見もあり、今後各組の連研において差別問題をテーマとす
る際の進め方、まとめ方、受講者への伝え方について、スタッフ間で十分検証し、差別問題に対する正しい認
識の周知徹底をはかっていくための継続した取り組みが必要であると考えられます。

３月

１日（日） 得度習礼講習会（２名参加）
得度習礼に向けての心得と、必要な勤行・作法・衣体の畳み方などの講習会が行われました。

９日（月）～ 11日（水） 震災支援ボランティア活動（震災支援を続ける会）（５名参加）
福島県いわき市内応急仮設住宅にて、震災復興支援活動の炊出しや追悼法要が行われました。

10日（火） 社会問題研修会『福島原発事故から見えた原発の問題点』（27名参加）
講　師　長田　浩昭　氏（「原子力行政を問い直す宗教者の会」事務局・真宗大谷派法伝寺）
福島第一原発事故を通じ、宗教者・念仏者として生活の中での原発問題の関わりについてお話しいただま
した。詳細は２ページをご覧ください。

23日（月） 定期教区会（13名出席）・責役総代会（10名出席）
平成26年度教区・別院補正予算案並びに平成27年度教区・別院予算案等の審議が行われ、議決されました。

４月
９日（木） 冬囲い撤去作業（30名参加）

門徒推進員さんにより、冬囲いの撤去と境内地の竹林・樹木の整備が行われました。
常例布教（32名参拝）
講　師　松山　公昭　氏（本願寺派布教使・国府教区川東組浄福寺）

13日（月） ビハーラにいがた総会・観桜会（総会７名参加・観桜会33名参加）
総会では平成26年度活動・決算報告と平成27年度活動計画・予算案が審議され、承認・議決されました。観
桜会では介護老人保健施設の入所者・職員をお迎えして、甘酒接待や歌とお話で交流を図りました。

21日（火）～ 23日（木） 震災支援ボランティア活動（震災支援を続ける会）（３名参加）
福島県いわき市内にある応急仮設住宅にて、震災復興支援活動の炊出しやイベントが行われました。

５月
20日（水） 仏教婦人会研修総会『仏教婦人会の活性化に向けて』（99名参加）

講　師　野村　康治　氏（仏婦総連盟講師・大阪教区瑞松寺）
総会では平成26年度活動・決算報告と平成27年度活動計画・予算案が審議され、承認・議決されました。研
修会ではお仏壇中心の生活の中から家族の中にご縁が広がり、自分の姿を通して身近な人がお念仏を感じる
ことが出来、活性化へとつなげていく事ができるというお話をいただきました。

22日（金） 門徒総代会研修総会（１）『門徒総代のしおり』に学ぶ （２）首都圏における伝道の現状について（48名参加）
講　師　山本　政秀　氏（築地本願寺副宗務長）
実践運動の歩みや、各種法規のうえから、門徒総代のあり方について学びました。

30日（土）～ 31日（日） 第15回仏教婦人会世界大会『いだかれて ともにつながる わたしのいのち』（カナダ･カルガリー市・教区５
名参加）
梁瀬奈々さんによるコンサートやパトリシア・ウスキ開教師による講演・懇親会などがおこなわれました。

６月
７日（日） 仏教壮年連盟研修総会「法統継承に際してのご消息」や「伝統奉告法要についてのご消息」から学ぶ、仏教壮年

としての課題（21名参加）
講　師　野村　宗雄　氏（新潟教区教務所長・「実践運動」新潟教区委員会委員長）
総会では、「寺院仏教壮年会」未結成寺院へ、結成に向けた取り組み推進をはかることが確認されました。研修
会では２つの御消息について学びを深め、み教えをいただくことの有り難さ、み教えを家族や身近な方々へ
伝えていくことの大切さを改めて確認する事ができましました。

９日（火） 門徒推進員連絡協議会清掃奉仕（25名参加）
門徒推進員さんにより、境内地の清掃作業が行われました。
常例法座（31名参拝）
講　師　木賣 慈教　氏（本願寺派布教使・長野教区河西組西敬寺）
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寺　

木
曽　

隆

　

法　

話　

④　
　
　
　
　

長
岡
組　

長
永
寺　

木
曽　

隆

　
　
「
お
念
仏
は
い
つ
も
届
い
て
い
る
」

「
お
念
仏
は
い
つ
も
届
い
て
い
る
」

　

ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
に
六
十
代
の
男
性
Ａ
さ
ん
が
入
院
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
病
棟

で
は
毎
日
朝
八
時
半
と
午
後
四
時
に
お
参
り
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
Ａ
さ
ん
は
お
参
り
に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
室
を
訪

ね
る
と
い
つ
も
一
人
静
か
に
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

言
葉
を
か
け
て
も
返
事
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
は
い
つ
も
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
で
ど
こ
か
寂
し
そ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
時
病
棟
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
私
は
仏
教
讃
歌
「
み
ほ
と
け
に
い
だ
か
れ
て
」
を
歌
い
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
も
じ
っ
と
歌
詞
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
彼
の
部
屋
を
訪
問
す
る
と
、
歌
詞
を
見
な
が
ら
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し

た
。「
い
い
歌
で
し
ょ
？
」
と
い
う
と
、「
俺
も
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。「
参
れ
ま
す
よ
、
お
念
仏
の
教
え
に
出
会
え
ば
」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
Ａ
さ
ん
は
お
参
り
し
、
仏
教
の
本
を
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
彼
の
お
母
さ
ん
が
「
こ
の
子
が
仏
様
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
姿
を
見

て
安
心
し
ま
し
た
。
思
い
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
念
仏
に
出
会
っ
た
と
き
阿
弥
陀
如
来
の
大
き
な
慈
悲
に
い
だ
か
れ
る
の
で
す
。

お
念
仏
の
救
い
は
常
に
私
た
ち
に
届
い
て
い
ま
す
。

法
話
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
潟
教
区
内
の
本
願
派
布
教
使
の
方
々
に
原
稿
を
依
頼

し
て
お
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
法
話

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る　

ラ
ジ
オ
法
話

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か　

80
．
７

毎
週
月
曜
〜
金
曜　
　

16
時
15
分
よ
り
放
送
中
で
す
。

（
放
送
地
域
は　

長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、

山
古
志
、
出
雲
崎
、
寺
泊
、
和
島
、
与
板
、
見
附
、
中
之
島
、
栃
尾
） 身元調査 しない　させない　許さない

〇
今
後
の
予
定　
ご
関
係
の
皆
様
の
、多
く
の
ご
参
拝
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
新
潟
別
院
御
取
越
報
恩
講
・
子
ど
も
報
恩
講
・
帰
敬
式

　
　
　

日　

時　
　

平
成
27
年
６
月
25
日（
木
）〜
27
日（
土
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

講　

師　
　

谷
間　

徹
誠　

氏（
本
願
寺
派
布
教
使
・
石
川
教
区
）

・
総
局
巡
回

　
　
　

日　

時　
　

平
成
27
年
７
月
２
日（
木
）13
時
30
分
よ
り

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

内　

容　
　

①
第
25
代
専
如
門
主「
法
統
伝
承
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
宗
門
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

・
少
年
連
盟
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　

日　

時　
　

平
成
27
年
８
月
10
日（
月
）〜
11
日（
火
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

内　

容　
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

・
第
18
回
新
潟
教
区
平
和
を
誓
う
念
仏
者
の
集
い

　
　
　
　

戦
後
70
年
記
念
事
業

　
　
　

日　

時　
　

平
成
27
年
８
月
29
日（
土
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

テ
ー
マ　
　
「
非
戦
の
誓
い
を
新
た
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
戦
後
70
年
の
今
、戦
争
を
知
り
考
え
る
〜

　
　
　

内　

容　
　

全
戦
没
者
追
悼
法
要
・
記
念
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
講
演

　
　
　

講　

師　
　

安
田　

純
平　

氏（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）


